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あいさつする三嶋病院長

活発な議論を展開する全体討論

議案を審議する評議員会・理事会

　

当
日
は
、
三
嶋
理
晃
病
院

長
お
よ
び
芝
蘭
会
副
会
長
の

西
医
院
・
西
祥
太
郎
院
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
新
任
の

小
西
靖
彦
教
授
（
大
学
院
医

学
研
究
科
附
属
医
学
教
育
推

進
セ
ン
タ
ー
）
、
柳
田
素
子

教
授
（
腎
臓
内
科
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
・
講
演
が

あ
り
、
続
い
て
、
平
家
俊
男

教
授
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
臨
床
開

発
部
長
／
小
児
科
）
か
ら

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
臨
床
開
発
部

の
開
設
に
つ
い
て
」
と
し
て

病
院
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
京
大
病
院
に

お
け
る
消
化
器
が
ん
医
療
の

現
状
と
展
望
」
と
い
う
全
体

テ
ー
マ
に
よ
り
、
坂
口
循
環

器
内
科
医
院
・
坂
口
佳
司
院

長
の
座
長
の
も
と
、
岡
部
寛

准
教
授
（
消
化
管
外
科
）
か

ら
「
外
科
治
療
の
現
状
と
展

望
」
、
武
藤
学
准
教
授
（
入

院
が
ん
診
療
部
／
消
化
器
内

科
）
か
ら
「
内
視
鏡
治
療
の

現
状
と
展
望
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
り
、
続
い

て
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病

院
・
北
堅
吉
病
院
長
の
座
長

の
も
と
、
金
井
雅
史
特
定
講

師
（
外
来
化
学
療
法
部
／
臨

床
腫
瘍
薬
理
学
講
座
）
か
ら

「
外
来
化
学
療
法
の
現
状
と

展
望
」
に
つ
い
て
、
林
晶
子

特
定
准
教
授
（
外
来
が
ん
診

「
消
化
器
が
ん
医
療
」活
発
議
論

学
内
外
か
ら
116
人
参
加

現状と成果を報告
京大病院ｉＰＳ細胞・再生医学研究会

療
部
／
集
学
的
が
ん
診
療
学

講
座
）
か
ら
「
緩
和
医
療
の

現
状
と
展
望
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
上
本
伸
二
副
病

院
長
の
司
会
の
も
と
、
座
長

の
坂
口
先
生
、
北
先
生
、
講

演
者
の
岡
部
先
生
、
武
藤
先

生
、
金
井
先
生
、
林
先
生
お

よ
び
参
加
者
と
の
間
で
全
体

討
論
が
行
わ
れ
、
緩
和
病
棟

に
お
け
る
保
険
点
数
上
の
問

題
点
や
緩
和
医
が
少
な
い
現

京大病院臨床懇話会

平
成
24
年
３
月
18
日
、「
平
成
23
年
度
京
大
病
院
臨
床
懇
話
会
」
が
芝
蘭
会
館
で
開
催
さ
れ
、
学
内
外

か
ら
１
１
６
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
同
懇
話
会
は
、
地
域
医
療
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
師
な
ど
の
先
生
方
と
京
大
病
院
診
療
科
長
ら
と
の
意
見
交
換
お
よ
び
京
大
病
院

か
ら
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
で
15
回
目
と
な
り
ま
す
。

状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
京
大

病
院
に
お
け
る
外
科
治
療
と

内
視
鏡
治
療
の
切
り
分
け
な

ど
に
つ
い
て
、
大
変
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
お
い
て
、
京

大
病
院
診
療
科
長
と
出
席
い

た
だ
い
た
医
療
機
関
の
先
生

方
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
（
金
）
に
、
京

大
病
院
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
再
生

医
学
研
究
会
を
芝
蘭
会
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
同
研
究

会
は
、
当
院
に
お
け
る
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
お
よ
び

体
性
幹
細
胞
等
を
用
い
た
再

生
医
学
研
究
の
向
上
並
び
に

成
果
の
普
及
を
図
り
、
ひ
い

て
は
医
療
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

21
年
11
月
に
発
足
し
た
も
の

で
す
。
第
５
回
目
と
な
る
今

回
の
研
究
会
で
は
、
学
内
外

か
ら
１
１
０
名
余
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
今
回
の
当

番
世
話
人
で
あ
る
千
葉
勉
先

生
（
京
大
病
院
消
化
器
内
科

教
授
）
が
司
会
を
務
め
、
三

嶋
理
晃
病
院
長
か
ら
開
会
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

中
西
淳
先
生
（
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
医
薬
研
究
本
部

生
物
研
究
所
リ
サ
ー
チ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
よ
り
「
ヒ
ト
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
産

生
細
胞
の
分
化
誘
導
」
に
つ

い
て
、
妻
木
範
行
先
生
（
京

都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

増
殖
分
化
機
構
研
究
部
門
細

胞
誘
導
制
御
学
分
野
教
授
）

よ
り
「
軟
骨
細
胞
分
化
制
御

と
細
胞
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
に
つ
い
て
、
妹
尾
浩
先

生
（
京
大
病
院
消
化
器
内
科

特
定
講
師
）
よ
り
「
腫
瘍
幹

細
胞
特
異
的
マ
ー
カ
ー
同
定

の
試
み
」
に
つ
い
て
、
川
口

義
弥
先
生
（
京
都
大
学
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
所
臨
床
応
用
研

究
部
門
臓
器
形
成
誘
導
分

野
教
授
）
よ
り
「genetic 

lineage tracing

を
用
い

た
臓
器
形
成
・
維
持
機
構
の

解
析
」
に
つ
い
て
一
般
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
油
谷
浩
幸
先

生
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
教
授
）
よ
り

「
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
解
析
の
現

状
」
に
つ
い
て
特
別
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
平
家
俊
男

先
生
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
臨
床
開

発
部
長
／
京
大
病
院
小
児
科

教
授
）
よ
り
昨
年
12
月
１
日

に
開
設
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

臨
床
開
発
部
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
併
せ
て
、

　

平
成
24
年
３
月
24
日

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
芝
蘭

会
館
別
館
に
お
い
て
芝
蘭
会

評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
は
、
（
１
）
平
成
24

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
、
（
２
）
第

２
回
芝
蘭
会
代
議
員
選
挙
の

実
施
に
つ
い
て
、
（
３
）
芝

蘭
会
会
員
名
簿
の
作
成
に
つ

い
て
、
（
４
）
芝
蘭
会
館
別

館 

宿
泊
施
設
の
運
営
改
善

に
つ
い
て
、
（
５
）
そ
の
他

に
つ
い
て
の
５
件
で
、
議
案

（
１
）
に
つ
い
て
は
、
山
田

事
務
局
長
お
よ
び
寺
西
産
学

情
報
交
流
部
長
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
後
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
議
案

（
２
）
に
つ
い
て
も
、
山
田

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ

れ
、
審
議
の
後
、
選
挙
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
３
）
に
つ
い
て

は
、
山
田
事
務
局
長
よ
り
芝

蘭
会
会
員
名
簿
（
第
70
回
）

の
作
成
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
名
簿

内
容
の
空
欄
の
増
加
防
止
の

た
め
、
調
査
用
紙
に
頒
布
範

囲
に
制
限
が
あ
る
旨
の
文
言

を
付
け
加
え
る
な
ど
の
提
案

が
あ
り
、
対
策
を
施
す
こ
と

で
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
４
）
に
つ
い
て
は
、

山
田
事
務
局
長
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
、門
限
を
廃
止
す

る
た
め
、ホ
テ
ル
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど

が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
５
）
に
つ
い
て

は
、
４
件
の
議
案
が
あ
り
、

１
件
目
は
「
医
学
研
究
科
・

医
学
部
歴
史
資
料
館（
仮

称
）」
の
設
置
に
つ
い
て
、

会
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、
審

議
の
後
、
今
後
も
引
き
続
き

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

２
件
目
は
京
大
病
院
の
入

院
患
者
の
付
添
者
用
の
宿
泊

施
設
と
し
て
芝
蘭
会
館
別
館

の
宿
泊
室
を
提
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
会
長
よ
り
提
案

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
事

務
局
に
て
原
案
を
作
成
し
、

次
回
の
評
議
員
会
、
理
事
会

に
て
審
議
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

３
件
目
は
芝
蘭
会
東
日
本

大
震
災
支
援
募
金
に
つ
い

て
、
会
長
か
ら
説
明
が
行
わ

れ
、
審
議
の
後
、
医
学
研
究

科
の
「
東
日
本
大
震
災
基

金
」
へ
残
金
１
７
４
・
９
万

円
を
寄
附
す
る
こ
と
、
並
び

に
募
金
を
継
続
す
る
こ
と
が

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

４
件
目
は
総
会
の
開
催
に

つ
い
て
、
会
長
よ
り
平
成
23

年
度
下
期
の
決
算
書
並
び
に

事
業
報
告
を
審
議
す
る
た
め

の
総
会
を
平
成
24
年
６
月
30

日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と

が
諮
ら
れ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
、
湊

会
長
か
ら
「
京
都
大
学
医
学

部
教
育
研
究
支
援
基
金
（
Ｋ

Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
」
の
寄

附
申
込
状
況
の
報
告
と
大
倉

辰
三
郎
氏
（
昭
和
10
年
卒
）

か
ら
遺
産
を
医
学
部
の
苦
学

生
に
対
す
る
奨
学
金
と
す
る

旨
の
寄
附
の
申
し
出
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
了
承
さ

れ
た
。

開会あいさつをする
三嶋病院長

油谷先生による
特別講演

事
業
計
画
、
予
算
を
承
認

—
 

芝
蘭
会
評
議
員
会
・
理
事
会 —

 

宿
泊
施
設
ホ
テ
ル
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

よ
り
利
便
性
・
品
質
の
高
い

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作
成
の
た
め
に

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
旨
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
質
疑
応
答
が

活
発
に
行
わ
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
研
究
会
は
、
平

成
24
年
７
月
20
日
（
金
）
に

芝
蘭
会
館
に
て
第
６
回
目
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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退任あいさつ

新任あいさつ

私
は
、
平
成
24
年
３
月
末

で
京
都
大
学
教
授
（
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
）
を
定
年
退

職
し
、
４
月
１
日
よ
り
、
社

会
福
祉
法
人
宇
治
病
院
に
名

誉
院
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。私

は
、
昭
和
48
年
に
京
都

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
昭

和
51
年
に
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
博
士
課
程
（
循

環
器
内
科
）
に
進
学
し
ま
し

た
。
昭
和
55
年
か
ら
洛
和
会

音
羽
病
院
に
て
循
環
器
内
科

医
と
し
て
勤
務
し
た
後
、
昭

和
58
年
か
ら
は
、
米
国
ミ
ズ

ー
リ
大
学
ダ
ル
ト
ン
研
究
所

研
究
員
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
で
あ
る
冠
側
副
血
行
循

環
研
究
の
礎
を
築
き
、
研
鑽

を
積
み
ま
し
た
。
帰
国
後
、

昭
和
60
年
か
ら
は
富
山
医
科

薬
科
大
学
第
２
内
科
に
赴
任

し
、
そ
し
て
平
成
５
年
に
京

都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

　

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
３
月

１
日
付
を
も
ち
ま
し
て
整
形
外

科
学
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、
松
田
秀
一
と
申
し
ま
す
。

芝
蘭
会
会
員
の
先
生
方
に
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室

は
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を

も
つ
伝
統
あ
る
教
室
で
あ
り
、

い
ま
ま
で
数
多
く
の
学
術
的
な

業
績
を
あ
げ
、
名
実
と
も
に
日

　

平
成
22
年
３
月
に
ご
退
職
さ

れ
ま
し
た
乾
賢
一
先
生
の
後
任

と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日

付
で
薬
剤
部
長
と
し
て
北
の
大

地
・
北
海
道
の
旭
川
医
科
大

学
よ
り
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
と

今
後
の
抱
負
を
簡
単
に
述
べ
、

人
間
健
康
科
学
系
専
攻 

教
授　

藤
田
　
正
俊

整
形
外
科
学 

教
授　

松
田
　
秀
一

附
属
病
院
薬
剤
部 

教
授　

松
原
　
和
夫

医
療
人
の
相
互
理
解
と
協
力
を

世
界
に
通
用
す
る
研
究
者
育
成

医
師
業
務
支
援
、積
極
的
に
展
開

部
衛
生
技
術
学
科
教
授
に
就

任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
改

組
に
よ
り
平
成
15
年
に
京
都

大
学
医
学
部
保
健
学
科
検
査

技
術
科
学
専
攻
教
授
、
さ
ら

に
大
学
院
設
置
に
よ
り
平
成

19
年
に
は
医
学
研
究
科
人
間

健
康
科
学
系
専
攻
医
療
検
査

展
開
学
講
座
検
査
応
用
開
発

学
分
野
教
授
に
就
任
し
ま
し

た
。30

年
間
の
研
究
生
活
を
振

り
返
っ
て
、
自
分
な
り
の
研

究
に
関
す
る
所
感
を
ま
と
め

て
み
ま
す
。
今
後
、
世
界
に

羽
ば
た
く
若
い
人
へ
の
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
平
成

５
年
に
着
任
し
た
当
初
は
、

大
講
座
制
で
循
環
器
内
科
を

専
門
と
す
る
教
員
は
皆
無
で

あ
り
、大
学
院
生
も
お
ら
ず
、

ま
さ
に
孤
軍
奮
闘
の
状
態
で

し
た
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ

う
に
京
都
大
学
の
ポ
テ
ン
シ

本
の
整
形
外
科
の
発
展
を
牽
引

し
て
き
た
教
室
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
持
つ

教
室
に
私
を
教
授
と
し
て
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
京
都
大

学
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
２
年
に
九
州
大
学

を
卒
業
し
、
九
州
大
学
病
院
お

よ
び
関
連
施
設
で
臨
床
研
修
を

行
い
、
主
と
し
て
膝
関
節
お
よ

び
骨
軟
部
腫
瘍
に
つ
い
て
診
療

自
己
紹
介
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
53
年
に
本
学
薬
学

部
を
卒
業
し
、
島
根
県
の
日
本

海
沖
合
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
に

あ
る
日
本
一
小
さ
な
保
健
所
に

ほ
ぼ
１
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
島
根
医
科
大
学
法
医

学
教
室
の
開
講
に
前
後
し
て
入

局
し
、
旭
川
医
科
大
学
赴
任
ま

で
の
18
年
余
り
を
島
根
医
科
大

学
に
奉
職
し
て
い
ま
し
た
。
平

ャ
ル
を
活
用
し
、
充
実
し
た

研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
究
者
の
心
得

と
し
て
、北
宋
の
陳
師
道
は
、

論
文
作
成
上
達
の
極
意
と
し

て
、
三
多
す
な
わ
ち
看
多

（
多
く
の
関
連
文
献
を
読
む

こ
と
）、
做
多
（
多
く
の
文

章
を
作
る
こ
と
）、
商
量
多

（
校
正
、
推
敲
を
繰
り
返
す

こ
と
）を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

三
多
は
研
究
者
個
人
の
リ
サ

ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
高
め
、
セ

ン
ス
を
磨
く
の
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
個
人
の
力
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
質
の
高
い

新
奇
性
、
独
創
性
を
持
っ
た

研
究
を
創
生
さ
せ
る
に
は
連

携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
連
携

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
京
都
大
学
に

は
、
各
分
野
の
専
門
家
が
多

数
存
在
し
、
学
際
的
研
究
に

は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
在
任

中
、
再
生
医
科
学
研
究
所
、

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
九
州
大
学
お
よ
び
米
国
へ

の
留
学
を
通
じ
ま
し
て
変
形
性

膝
関
節
症
の
病
態
、
治
療
に
つ

い
て
の
研
究
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
変
形
性
膝
関
節
症
は
現
在

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
方
が

罹
患
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る

疾
病
で
、
放
置
す
る
と
徐
々
に

進
行
し
、
手
術
治
療
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

成
９
年
８
月
に
着
任
し
ま
し
た

旭
川
医
科
大
学
で
は
、
約
15
年

間
薬
剤
部
教
授
と
し
て
薬
剤
部

の
業
務
・
研
究
・
教
育
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
15
年
間
は
、

医
療
、
特
に
薬
剤
業
務
を
取
り

巻
く
環
境
の
激
変
時
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
病
院
に
勤
務
す

薬
理
学
、
情
報
学
と
の
共
同

研
究
に
よ
り
、
か
な
り
の
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
臨
床
研
究
で
は
、
多

数
の
患
者
を
対
象
と
し
た
大

規
模
試
験
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
は
、
数
多

く
の
患
者
の
診
療
に
あ
た
っ

て
い
る
大
学
病
院
、
第
一
線

病
院
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
事
実
、
わ
が
国
の
冠

動
脈
疾
患
患
者
を
対
象
と
し

たJapanese C
oronary 

A
rtery D

isease

（
Ｊ
Ｃ

Ａ
Ｄ
）
試
験
に
参
画
し
、
ス

タ
チ
ン
、
レ
ニ
ン-

ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
系
阻
害
薬
併

用
で
の
予
後
改
善
効
果
な

ど
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
臨
床
研

究
の
ゴ
ー
ル
は
国
民
の
健
康

寿
命
を
延
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
人
生
を
満
喫
で
き
る
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
と
考
え
ら

ん
。
私
は
、
初
期
の
関
節
症
に

対
す
る
ス
タ
チ
ン
の
抗
炎
症
作

用
に
よ
る
関
節
症
の
進
行
防
止

作
用
、
進
行
期
に
み
ら
れ
る
軟

骨
欠
損
に
対
す
る
間
葉
系
幹
細

胞
を
用
い
た
再
生
医
療
な
ど
の

基
礎
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
末
期
関
節
症
に
対
す
る
手

術
療
法
で
あ
る
人
工
関
節
置
換

術
に
つ
い
て
、
そ
の
関
節
形
状

や
手
術
手
技
に
関
す
る
臨
床
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

る
薬
剤
師
の
役
割
は
、
医
薬
品

に
関
す
る
全
て
の
過
程
に
関
与

し
薬
物
療
法
の
安
全
性
と
有
効

性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
医

薬
品
を
管
理
す
る
立
場
か
ら
積

極
的
に
病
院
経
営
に
参
加
す
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
を
薬
剤
部
の
業
務
と
し
て
行

う
こ
と
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が

平
成
９
年
に
旭
川
医
科
大
学
病

院
薬
剤
部
に
赴
任
し
た
こ
ろ

れ
ま
す
。
臨
床
現
場
、
研
究

機
関
、
所
轄
官
庁
に
属
す
る

医
療
人
の
相
互
理
解
と
協
力

が
、
国
民
の
健
康
向
上
に
寄

与
す
る
鍵
と
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

日
本
の
医
療
の
向
上
を
目

指
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
の
充

実
、
在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
の
中
心
的
役
割

を
果
た
す
の
は"D

ecision 
M

aking"

の
権
利
と
責
任

を
有
す
る
医
師
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
医
療
の
ゴ
ー
ル

は
患
者
の
生
命
予
後
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
で
す
。

医
師
に
は
、
正
し
い
診
断
を

下
す
こ
と
、
多
く
の
選
択
肢

を
有
す
る
薬
剤
や
医
療
機

器
に
よ
る
治
療
法
の
う
ち
、

個
々
の
患
者
に
最
適
な
治
療

法
を
、
日
本
人
を
対
象
と
し

た
大
規
模
臨
床
試
験
の
結
果

し
た
。

　

整
形
外
科
医
は
、
と
も
す
れ

ば
荒
っ
ぽ
い
手
術
を
ひ
た
す
ら

行
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
お

あ
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
手
術
手
技
は
年
々
洗
練
さ

れ
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
内
視

鏡
下
の
手
術
は
日
本
で
世
界
に

先
駆
け
て
行
わ
れ
、
す
で
に
50

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

四
肢
や
脊
椎
と
い
っ
た
運
動
器

は
、
薬
剤
師
は
や
や
も
す
る
と

薬
剤
部
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、

他
の
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
患
者
さ

ん
か
ら
は
顔
の
見
え
な
い
存
在

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
医
療
の

中
に
ど
の
よ
う
に
薬
剤
師
を
組

み
込
め
ば
効
果
的
か
を
考
え
、

を
参
考
に
し
て
選
択
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
医
学
に
関
す
る

効
果
比
較
試
験
な
ど
の
最
新

情
報
に
常
に
注
目
す
る
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
患
者

の
社
会
的
、
経
済
的
、
思
想

的
基
盤
お
よ
び
人
生
の
価
値

観
を
も
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
芝
蘭
会
の
諸
先

生
方
に
は
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
わ
る
と
と
も

に
、先
生
方
が
国
民
の
健
康
・

福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

の
機
能
を
再
建
す
る
手
術
と
い

う
も
の
は
再
現
性
が
高
く
、
精

度
の
高
い
手
術
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
骨
折
を
接
合
す
る
手
術
ひ

と
つ
と
っ
て
も
年
々
進
歩
し
て

お
り
、
基
礎
研
究
の
成
果
も
臨

床
応
用
さ
れ
、
よ
り
早
い
回
復

こ
の
15
年
間
旭
川
医
科
大
学
病

院
薬
剤
部
を
運
営
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
、
平
成
11
年
か

ら
、
日
本
初
の
試
み
と
し
て
、

病
棟
に
薬
剤
師
を
常
駐
さ
せ
る

体
制
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
病
棟
薬
剤
師
常
駐
業
務

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

京
都
大
学
整
形
外
科
で
は
従

来
、
先
端
的
な
基
礎
研
究
が
精

力
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後

は
基
礎
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
臨
床
研
究

も
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
国

際
交
流
に
力
を
入
れ
て
、
内
向

き
に
な
り
が
ち
と
い
わ
れ
る
若

い
世
代
の
医
師
た
ち
を
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
人
材
に
育
て
て

い
く
こ
と
も
ひ
と
つ
の
使
命
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
優
秀

な
卒
業
生
を
患
者
さ
ま
の
た
め

に
尽
く
す
臨
床
医
、
世
界
に
通

用
す
る
研
究
者
に
育
て
て
い
く

こ
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
対

す
る
、
わ
れ
わ
れ
最
高
学
府
で

働
く
者
の
責
務
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
教
室
を
あ
げ
て
教
育
、

診
療
、
研
究
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

は
、
今
年
度
か
ら
医
科
診
療
報

酬
の
基
本
診
療
料
の
中
に
「
病

棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
」
と
し

て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
病
院
薬

剤
師
業
務
の
改
革
が
よ
う
や
く

診
療
報
酬
と
し
て
実
っ
た
と
感

慨
深
く
思
う
次
第
で
す
。
京
都

大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
あ
っ

て
も
、薬
剤
師
の
立
場
か
ら
医
療
、

特
に
医
師
業
務
を
支
援
す
る
業

務
の
積
極
的
な
展
開
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
薬

剤
師
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

秘
め
た
医
療
職
で
あ
り
、
病
院

の
中
で
他
の
医
療
職
と
協
働
し

て
こ
そ
よ
り
有
効
に
力
を
発
揮

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ

の
考
え
の
も
と
に
、
京
都
大
学

医
学
部
附
属
病
院
全
体
に
貢
献

で
き
る
業
務
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。そ
れ
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
芝
蘭
会
代
議
員
選
任
に
関
す

る
規
則
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
の
代
議
員
選
挙

を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 　
　
　
　

 

記

１
、
選
任
す
る
代
議
員
定
数

１
１
０
人 

２
、
代
議
員
の
任
期

選
任
時
か
ら
平
成
26
年
度
定
時
総
会
終

了
時
ま
で 

３
、 

立
候
補
及
び
推
薦
受
付

平
成
24
年
４
月
９
日
（
月
）
か
ら
平
成

24
年
４
月
13
日
（
金
）
ま
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
芝
蘭
会
館
別
館
事

務
室
）
に
届
け
出
る
こ
と
。（
届
出
用

紙
は
一
般
社
団
法
人
芝
蘭
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ

い
）

４
、
代
議
員
候
補
者
名
簿
の
公
示

平
成
24
年
４
月
16
日
（
月
）
か
ら
平
成

24
年
４
月
20
日
（
金
）
ま
で
一
般
社
団

法
人
芝
蘭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

５
、
投
票
期
間

平
成
24
年
４
月
23
日
（
月
）
か
ら
平
成

24
年
５
月
２
日
（
水
）
ま
で
（
事
務
局

よ
り
立
候
補
者
名
簿
及
び
投
票
用
紙
を

返
信
用
封
筒
と
と
も
に
送
付
し
ま
す
。

到
着
し
ま
し
た
ら
投
票
用
紙
に
候
補
者

一
人
一
人
に
つ
き
信
任
、
不
信
任
を
記

入
の
う
え
、
直
ち
に
返
送
願
い
ま
す
。） 

６
、
投
票
場
所

一
般
社
団
法
人
芝
蘭
会
事
務
室

（
芝
蘭
会
別
館
）

７
、
開
票平

成
24
年
５
月
７
日
（
月
）

８
、
当
選
者
の
公
示

平
成
24
年
５
月
８
日
（
火
）

一
般
社
団
法
人
芝
蘭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。 

　
　

平
成
24
年
４
月
２
日

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
芝
蘭
会 

代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

西 

祥
太
郎　

第２回 一般社団法人芝蘭会代議員選挙公示   ４月 23 日から投票、５月 7 日開票
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事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

ＫＭＳ‐ＦＵＮＤ委員長

血
液
・
腫
瘍
内
科
学　
教
授   

高
折 

晃
史

　

本
年
度
の
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
委
員
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
血
液
・
腫
瘍
内
科
学

の
高
折
で
す
。
ひ
と
こ
と
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
委
員

会
は
、
本
年
１
月
よ
り
新
た

な
メ
ン
バ
ー
に
代
わ
り
（
表

１
）、
私
が
新
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
の

第
１
回
の
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
今
後
の
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
の
あ
り
方
に
関
し
ま
し

て
か
な
り
広
範
な
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
念
願
の
学
生

会
館
が
一
昨
年
11
月
に
竣
工

し
、
早
速
多
く
の
学
生
は
そ

の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
で
Ｋ
Ｍ

Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
使
命
が
終

わ
っ
た
わ
け
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
そ
の
際
の

議
論
を
も
と
に
今

後
の
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
あ
り
方

に
関
し
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う

に
、
本
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

の
設
立
趣
意
は
、

京
都
大
学
医
学
部

学
生
及
び
大
学
院

生
の
教
育
・
研
究

支
援
で
あ
り
ま

す
。学
生
会
館
は
、

学
習
や
課
外
活
動

の
場
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ

の
後
の
ジ
ム
の
整

備
に
よ
り
健
康
増
進
に
も
役

立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
そ
れ
以
外
の
大
き

な
活
動
と
し
て
の
京
都
大
学

医
学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論

文
賞
（
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
）
表
彰

に
よ
る
研
究
活
動
支
援
が
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
事
業
の
全
体
は
、

こ
れ
ら
に
と
ど
ま
ら
ず
、
表

２
の
ご
と
く
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。「
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
」

に
向
け
て
、
今
後
こ
れ
ら
事

業
を
い
か
に
拡
充
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
多

く
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
学
生
会
館
の
完
成

（
正
確
に
は
未
完
成
で
す
が
）

に
よ
り
、
本
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
が
役

割
を
終
え
た
の
で
は
と
い
う

雰
囲
気
を
払
拭
す
る
意
味
で

も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
大
幅

な
改
訂
を
行
い
ま
し
た
（
図

１
）。
ぜ
ひ
、
新
し
く
な
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
め
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。
次
に
、
現
在
の
Ｋ

Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
を
、
よ
り
充
実
し

た
、
皆
が
あ
ま
ね
く
知
る
よ

う
な
賞
に
す
べ
く
、
そ
の
改

革
に
関
し
て
も
多
く
の
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

今
後
の
活
動
の
な
か
で
、
奨

学
支
援
と
し
て
、
や
は
り
独

（図 1）京都大学医学部教育研究
支援基金パンフレット

新たなステップへ
パンフレット大幅改訂

自
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

目
指
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
校
友
会
・
芝
蘭
会
会
員

の
皆
さ
ま
方
よ
り
本
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
に
対
し
て
ご
意
見
ご
要
望

な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
も
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に

学
生
会
館
は
決
し
て
完
成
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
ジ
ム
の
内
装

な
ど
、
多
く
の
未
完
成
部
分

を
残
し
て
お
り
、
大
学
本
部

か
ら
の
借
入
金
も
残
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
完
成
に
向
け

た
追
加
工
事
、
さ
ら
に
は
そ

の
維
持
に
さ
ら
な
る
ご
支
援

が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上

に
、
学
生
支
援
の
「
新
た
な

ス
テ
ッ
プ
」
に
向
け
て
、
引

き
続
き
、
校
友
会
・
芝
蘭
会

会
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
多
く

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
校
友
会
の
活
動
に

関
し
ま
し
て
は
、
3
月
27
日

（
火
）
に
「
卒
業
祝
賀
会
」

を
卒
業
生
96
名
、
父
兄
94

名
、
教
授
12
名
の
参
加
の
も

と
、
４
月
６
日
（
金
）
に
は

「
入
学
祝
賀

会
」
を
新
入

生
１
１
１
名
、

父
兄
１
４
６

名
、
教
授
11

名
の
参
加
の

も
と
、
芝
蘭

会
館
に
お
い

て
執
り
行
い
、

卒
業
生
や
新

入
生
の
門
出

を
お
祝
い
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

顧　問 内分泌代謝内科学 教　授 中尾　一和
委員長 血液・腫瘍内科学 教　授 高折　晃史

皮膚科学 教　授 宮地　良樹
大学院教育コースイニシアティブ 教　授 陣上　久人
高次脳形態学 教　授 金子　武嗣
分子遺伝学 教　授 篠原　隆司
薬剤疫学 教　授 川上　浩司
人間健康科学・臨床認知神経科学 教　授 十一　元三
芝蘭会 事務局長 山田　　均
医学研究科 事務部長 加藤　正昭

　　（表１）　KMS-FUND 委員会

講演会
　教育体制委員会委員長　　渡邉 　大　教授
　医学教育推進センター長　小西 靖彦　教授
　腎臓内科学　　　　　　　柳田 素子　教授
特別講演会　ゲスト講演者
　京都大学教授・京都大学 iPS 細胞研究所所長
　　　　　　　　　山中　伸弥　教授（写真）

2012 年 9 月 29 日（土曜日）13:00 〜
会場　芝蘭会館本館（予定）　

参加申込み・お問い合わせ先
京都大学医学部 校友会事務局
　　　TEL:075-761-2467
　　　FAX:075-752-1528
※申込人数により会場変更の場合も有り
　ます。

京都大学医学部校友会
総会・講演会

教育支援資金

学生・大学院生
支援

1. 奨学支援 独自の奨学金制度の創設と表彰など
2. 課外活動支援 クラブ活動の支援
3. 国際交流支援 国際交流の支援
4. 留学生支援 留学生の支援

キャンパス整備 1. 施設整備 教育、研究環境の充実支援
2. アメニティの向上 緑化整備の促進の支援

研究支援資金

研究支援
1. 研究促進 研究の活動支援と表彰など
2. 出版助成 研究成果の公表、刊行物制作経費の支援
3. 研究環境の整備 情報ネットワークの整備の支援

国際交流 1. 国際交流活動 国際シンポジウム等の開催支援
人材の国際交流支援

2. 研究国際活動 大学院生の海外派遣の支援
図書館資料整備 1. 図書購入資金 研究・学習資料の充実の支援

社会連携
1. 社会・地域への
　貢献

社会・地域との連携支援
公開講座、講演会の開催などの支援

2 卒業生との連携 校友会や同窓会との連携活動支援

（表 2）　基金の使途（事業業の概要）
京都大学医学部の教育と研究支援のための財源基礎整備に資するもの
です。「教育支援資金」と「研究支援資金」で構成されています。主な
使途は以下の通りです。なお、大口のご寄附で、使途の特定を希望さ
れる場合は、個別にご相談させていただきます。

　

卒
業
式
で
は
、
私
た
ち
の

た
め
に
盛
大
な
祝
賀
会
を
開

い
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

皆
さ
ま
か
ら
あ
た
た
か
い
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す

が
、
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
学
生
生
活

は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

１
回
生
の
４
月
、
南
部
コ

ン
パ
の
嵐
の
よ
う
な
新
歓
に

驚
い
た
り
、
一
泊
セ
ミ
ナ
ー

で
楽
し
く
騒
い
だ
り
し
た
の

が
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に

も
感
じ
ま
す
。

　

１
回
生
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
や
医
学
概
論
と
い
っ
た
専

門
科
目
を
通
し
、
医
学
生
と

し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き

た
も
の
が
、
２
回
生
で
解
剖

が
始
ま
る
と
、
医
学
部
の
勉

強
の
大
変
さ
を
痛
感
す
る
毎

日
へ
と
変
貌
し
て
い
き
ま
し

た
。
３
回
生
の
冬
学
期
か
ら

は
い
よ
い
よ
臨
床
の
授
業
が

始
ま
り
、
毎
週
月
曜
の
怒
涛

の
よ
う
な
試
験
ラ
ッ
シ
ュ
生

活
へ
と
突
入
し
ま
し
た
。
留

年
の
か
か
っ
た
試
験
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
な

か
友
達
と
共
に
必
死
に
勉
強

し
た
の
も
、
今
と
な
っ
て
は

い
い
思
い
出
で
す
。

　

４
回
生
秋
で
は
マ
イ
コ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
初
め
て
履

修
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
自
主
的

な
期
間
を
先
生
方
が
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
大
変
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
回
生
か
ら
は
病
院
実
習

を
通
し
て
患
者
さ
ん
と
直
に

触
れ
合
う
よ
う
に
な
り
、
ま

す
ま
す
医
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
患
者
さ
ん

の
助
け
と
な
る
た
め
に
医
学

を
学
ば
ね
ば
と
、
身
の
引
き

締
ま
る
日
々
を
送
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
回
生
で
は
マ
ッ

チ
ン
グ
や
国
家
試
験
勉
強
に

む
け
て
勉
強
が
増
え
る
中
、

先
生
方
、
父
兄
の
方
々
、
卒

業
生
の
方
々
の
ご
寄
附
で
建

て
て
い
た
だ
け
た
、
学
生
会

館
の
24
時
間
使
え
る
自
習
室

を
大
変
重
宝
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
の
日
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
や
は
り
京
都
大
学
に

来
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
、

し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

学
生
、
各
々
が
自
由
に
自
分

の
し
た
い
こ
と
を
し
、
し
か

も
そ
れ
で
い
て
優
秀
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
仲
間
た
ち

と
大
学
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
人
生
に
お

い
て
得
難
い
経
験
で
し
た
。

私
個
人
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
４
月
よ
り
２
年
間
、
東

京
で
研
修
医
と
し
て
働
き
ま

す
が
、
基
礎
・
臨
床
と
も
に

名
を
馳
せ
る
母
校
京
都
大
学

に
、
必
ず
や
帰
っ
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

京
都
大
学
医
学
部
卒
業
生
と

し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
将
来

の
医
療
界
を
担
う
も
の
と
し

て
存
分
に
社
会
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
そ
し
て
い
つ
も
陰
な
が

ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

保
護
者
の
方
々
に
感
謝
の
言

葉
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

医学部卒業生
服部  雅優

社
会
で
活
躍
へ
日
々
精
進

先
生
方
、保
護
者
ら
に
感
謝

寄附申込金額
医学部生
116.2万円
0.5%

一般
1,054万円

4.1%

医学科父母
11,138万円
43.8%

芝蘭会員・OB
11,066.1万円

43.5%

人間健康科学科
父母
580万円
2.3%

教職員
1,468.5万円

5.8%

寄附
申込金額

2億5,422.8万円

KMS-FUND 寄附金 平成 24 年 3 月 30 日現在

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

　

校
友
会
総
会
・
講
演
会

は
、
例
年
の
５
月
開
催
で
は

な
く
、
本
年
度
は
秋
の
９
月

29
日
に
開
催
予
定
で
す
。
学

生
・
研
修
医
教
育
に
関
す
る

現
状
を
、
教
育
体
制
委
員
会

委
員
長
の
渡
邉
大
教
授
、
医

学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の

小
西
靖
彦
教
授
に
お
話
し
い

た
だ
き
、
新
任
の
柳
田
素
子

教
授
に
も
ご
講
演
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
特
別
講

演
は
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
所
所
長
山
中
伸
弥
教
授

に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
数
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

寄
附
金
に
関
し
ま
し
て

は
、
平
成
24
年
３
月
30
日
現

在
、
寄
附
金
申
込
人
数
は

１
４
２
７
名
、
申
込
金
額
は

２
億
５
４
２
２
・
８
万
円（
円

グ
ラ
フ
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
の
厚
い
ご
支
援

に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
度
４
月
に
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
の
伸

び
は
、
こ
の
１
年
間
で
、
人

数
に
し
て
約
90
名
、
金
額
に

し
て
約
２
４
０
０
万
円
と
人

数
・
金
額
と
も
に
や
や
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
皆
さ
ま
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
の
ほ
ど
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。卒業生の門出を祝う卒業祝賀会
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芝蘭会館がご利用いただけます

古都の風情に彩られた空間で
みなさまのお集り、ご宿泊を
サポートさせていただきます。

会館ロビー

シングルルーム

和室

ツインルーム

一般社団法人  芝 蘭 会（しらんかい）

芝蘭会館別館
〒606-8302　京都市左京区吉田牛の宮町 11-1
Tel. 075-771-0958     Fax. 075-752-4015

E-mail: info@shirankai.or.jp    http://www.shirankai.or.jp

レストラン［しらん］　Tel. 075-752-1027

今出川通

近衛通

東一条通

百万遍

丸太町通

至京阪三条 至祇園至京都駅

旧白
川通

出町柳

神宮丸太町

精華女学院

東南アジア研究所

ウイルス研究所

京都大学
医学部

京大病院

河
原
町
通 京

阪
電
車
鴨
東
線

川
端
通

東
大
路
通

野
川
通

吉田神社

京大正門前
鴨
川

再生医科学研究所

熊野神社●

小学校●

●
NTT

芝蘭会館別館

芝蘭会館芝蘭会館

芝蘭会館別館へのアクセス
■京都駅から
●D2乗場　市バス 206 系統「東山通北大路バスターミナル」行
　「京大正門前」下車徒歩 2分
●地下鉄「国際会館」行「今出川」下車出口 3番、
　市バス 201 系統「百万遍・祇園」行乗換「京大正門前」下車徒歩 2分
■阪急河原町駅から
●出口 6番　市バス 201 系統「百万遍・祇園」行、31 系「統熊野・岩倉」
　行「京大正門前」下車徒歩 2分
■京阪出町柳駅から　徒歩 15 分

──────────────────────────────
シングル　（18 室）　定員 1　6,800 円
──────────────────────────────
ツイン　　（ 3 室）　定員 2　12,700 円 ( シングルユース 10,400 円）
──────────────────────────────
●宿泊室（全室洋室）は、バス、トイレ、テレビ、冷蔵庫、インターネットジャッ
ク付きです。
●芝蘭会会員（会費納付者）は宿泊利用料金を、1,000 円割引させていた
だきます。
●チェックインタイムは午後 3時、チェックアウトタイムは午前10時となって
おります。
●キャンセルについては、3日前より宿泊利用料金の半額を請求させていた
だきます。

客室ご利用料金（税込）

──────────────────────────────
研修室１・2  定員 60 名  15,000 円  18,400 円  18,400 円　4,600 円
──────────────────────────────
会議室 B1       定員 20 名     9,800 円  11,500 円  11,500 円　3,000 円
──────────────────────────────
和　室１・2  定員 10 名     6,300 円     8,000 円    8,000 円　2,300 円
──────────────────────────────

研修室・会議室ご利用料金（税込）
9:00～12:00 13:00～12:00 18:00～22:00 超過料金ご利用時間

芝蘭会館芝蘭会館

学会やシンポジウムへのご出席はじめ、同窓会などのお集まりや、
京都観光のご宿泊に、芝蘭会館別館［国際交流会館］をご利用ください。

平
成
23
年
12

月
３
日（
土
）、

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
ー
出

雲
に
て
平
成
23
年
度
芝
蘭
会

島
根
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
京
都
に
住
ん
で
い

る
と
中
国
地
方
に
は
あ
ま
り

馴
染
み
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
足
を
運
ん
で
み

る
と
、
島
根
は
非
常
に
空
気

の
き
れ
い
な
素
敵
な
土
地
で

し
た
。

　

会
は
、
島
根
大
学
医
学
部

教
授
の
山
口
修
平
先
生
司
会

の
下
で
進
行
さ
れ
、
支
部
長

で
あ
る
中
川
正
久
先
生
の
ご

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
中
川
先
生
は
、
主
に
、

京
都
か
ら
島
根
へ
赴
任
さ
れ

京
都
大
学
の
医
学
生
は
、

積
極
的
に
、
夏
休
み
や
４
年

次
の
自
主
研
修
（
マ
イ
コ

ー
ス
）
期
間
に
海
外
で
研

修
（
基
礎
研
究
）
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
、
26
名

の
医
学
生
が
海
外
で
１
カ
月

以
上
研
修
し
ま
し
た
。
芝
蘭

会
か
ら
助
成
金
10
万
円
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
３

研
修
の
外
国
人
医
学
生
の
た
め
の

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

支
部
だ
よ
り

る
医
師
の
人
数
が
段
々
減
少

し
て
い
っ
て
い
る
現
状
、
そ

し
て
、
京
大
の
卒
業
生
、
特

に
若
い
方
の
同
窓
会
組
織
へ

の
参
加
率
が
低
い
現
状
を
嘆

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

一
点
目
の
お
話
は
最
近
よ
く

耳
に
す
る
地
域
医
療
の
問
題

と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、支
部
経
過
報
告
、

会
計
報
告
と
総
会
は
進
め
ら

れ
、
続
い
て
京
都
大
学
医
学

研
究
科
附
属
脳
機
能
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
で
あ
る
福

山
秀
直
先
生
に
よ
る
芝
蘭
会

本
部
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

福
山
先
生
は
、「
医
学
部
研

最先端の脳の話、興味深く
【
島
根
】

盛り上がった島根支部総会の出席者

京都在住の
会 員 対 象

年
間
で
海
外
研
修
の
希
望
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

増
加
に
対
応
し
て
、
平
成

24
年
度
は
新
た
に
、
イ
ン

ドC
hristian M

edical 
C

ollege
（
C
M
C
）
と
エ

ジ
ン
バ
ラ
大
学
医
学
部
と
交

渉
し
、
医
学
生
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
に
は
京

大
の
医
学
生
を
C
M
C
に

は
６

−

７
名
、
エ
ジ
ン
バ

ラ
大
学
医
学
部
に
は
１

−

２
名
を
派
遣
予
定
で
す
。

こ
の
た
び
、
C
M
C
と

エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
医
学
生
か

ら
１
名
ず
つ
の
医
学
生
を
平

成
24

−

25
年
に
１

−

２
カ

月
研
修
（
実
験
）
さ
せ
る
こ

と
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
来

日
の
時
期
が
未
だ
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
彼
ら
を
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
さ
せ
て
く
だ
さ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
食
事
な
し

で
１
カ
月
５
万
円
で
す
。

C
M
C
お
よ
び
エ
ジ
ン

バ
ラ
大
学
医
学
部
は
と
も
に

医
療
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高

く
、
彼
ら
と
京
大
と
の
国
際

交
流
は
、
次
世
代
の
医
学
研

究
者
を
育
成
す
る
う
え
で
、

た
い
へ
ん
意
義
が
高
い
も
の

で
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

募
集
が
、
よ
り
多
く
の
京
大

生
に
留
学
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

究
科
・
医
学
部
の
現
状
」
に

つ
い
て
話
を
さ
れ
、
ま
た
、

各
業
界
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
の
、
全
寮
制
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
学
院
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
ッ
ド

ハ
ン
ド
を
も
っ
た
医
師
だ
け

で
は
機
能
せ
ず
、
工
学
部
な

ど
の
科
学
技
術
と
の
連
携
が

必
須
に
な
っ
て
く
る
と
も
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
、
福

山
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
わ
れ
、演
題
は
、「D

efault 
M

ode N
etw

ork 

：
脳
が

な
に
も
し
な
い
と
は
」
で

し
た
。 D

efault M
od

e 
N

etw
ork

（
Ｄ
Ｍ
Ｎ
）と
は
、

目
的
志
向
運
動
の
際
は
鎮
静

化
し
て
い
る
が
、
安
静
時
に

は
活
発
に
活
動
し
て
い
る
脳

の
領
域
の
こ
と
で
、
こ
の
領

域
は
、
麻
酔
し
た
動
物
の
脳

で
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る

ら
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｎ
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
で
早
期
に
障
害

を
受
け
る
部
位
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
な
に
も
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
脳
が

特
定
の
疾
患
や
精
神
状
態
と

関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
で
す
。さ
ら
に
、

自
閉
症
、
統
合
失
調
症
で
の

症
状
発
現
に
も
、
こ
の
領
域

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
ら

し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
自
閉
症
で

は
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
が
阻
害
さ

れ
て
お
り
、
統
合
失
調
症
で

は
過
度
に
活
動
し
た
状
態
に

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
福
山

先
生
は
、
認
知
症
の
原
因
や

意
識
と
い
う
も
の
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｎ
の
機
能
に
関
連
が
あ

る
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
活
動

中
に
は
働
か
な
い
の
に
、
安

静
時
に
こ
そ
働
く
神
経
細
胞

が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
私
に
は
非

常
に
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、脳
に
関
連
し
て
、

福
山
先
生
は
非
常
に
興
味
深

い
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
仕
事

や
勉
強
、
本
を
読
ん
だ
り
物

事
を
考
え
た
り
す
る
際
、
言

葉
を
媒
体
に
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
常
生
活
で
は
主

に
左
脳
を
使
う
こ
と
が
多
い

と
い
え
ま
す
。
実
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
よ
る
と
、万
国
共
通
で
、

よ
く
使
う
側
の
左
脳
の
脳
質

の
萎
縮
が
大
き
い
そ
う
で

す
。
脳
は
使
え
ば
使
う
ほ
ど

減
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
、

と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ

れ
は
脳
を
酷
使
せ
ず
、
適
度

に
休
ま
せ
な
が
ら
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
脳
に

関
す
る
最
先
端
の
お
話
は
、

私
に
は
魅
力
的
な
も
の
で
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
わ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
有
意
義

で
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
出
席
さ

れ
た
先
生
方
の
近
況
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
趣
味
の
話

や
、
今
後
の
抱
負
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
話
題
が
挙
が
り
、

会
は
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
先
生
方
は
気
さ
く
な

方
ば
か
り
で
わ
れ
わ
れ
雑
誌

部
員
に
も
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
り
、
失
礼
な
が
ら
軽
い

自
己
紹
介
や
現
在
の
京
大
医

学
部
の
状
態
な
ど
も
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
宴
も
た
け
な
わ
と
な

り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参

加
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
の
意
を
も
っ

て
、
支
部
総
会
の
報
告
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
2
回
生　

赤
埴
未

宝
） 京都大学医学研究科

放射線遺伝学 教授
武田　俊一

電話 ：075-753-4410
FAX：075-753-4419

マイコースの URL
http://rg4.rg.med.kyoto-u.ac.jp/
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支
部
だ
よ
り

平
成
24

年
２
月

12
日
、
日
本
赤
十
字
社
和
歌

山
医
療
セ
ン
タ
ー
で
芝
蘭
会

和
歌
山
支
部
総
会
お
よ
び
学

術
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
完
成
し
た
医
療
セ

ン
タ
ー
の
新
病
棟
は
、
12
階

建
て
の
大
き
な
も
の
で
、
今

年
度
か
ら
こ
の
最
上
階
に
あ

る
多
目
的
ホ
ー
ル
で
総
会
を

行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

ま
ず
、
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
か
ら
、
眼
科

の
吉
村
長
久
教
授
が
お
越
し

に
な
り
、
大
学
報
告
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
学
で
現
在
進

眼
底
検
査
の
変
遷
学
ぶ

【
和
歌
山
】

見
に
対
す
る
診
断
の
変
化
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
進
化
を

目
指
す
べ
く
、
現
在
京
都
大

和
や
か
な
雰
囲
気
の
神
戸
支
部

学
術
講
演
会
の
出
席
者
ら

２教授の講演熱く

血管炎テーマ、活発質疑

演題、腎臓病と精神医学

ピアニストの深沢さん、演奏魅了

う
で
す
が
、
間
隔
が
あ
く
と

老
廃
物
や
水
分
が
た
ま
っ
て

し
ま
う
た
め
、
今
年
の
東
日

本
大
震
災
で
は
透
析
を
受
け

ら
れ
な
い
人
が
続
出
し
、
問

題
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
柳

田
先
生
は
こ
の
よ
う
な
問
題

へ
の
対
策
と
し
て
自
家
発
電

や
通
信
手
段
の
充
実
を
図
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
慢
性
腎

臓
病
を
完
全
に
治
癒
で
き
る

病
気
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。腎

臓
病
を
治
せ
る
病
気

に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
は
、
腎
臓
病
研
究
の

推
進
と
腎
臓
内
科
医
育
成
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も

腎
臓
病
は
病
因
、
病
態
が
不

明
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
そ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
画

期
的
治
療
法
発
見
の
た
め
に

は
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
腎

臓
内
科
学
の
研
究
人
口
が
少

な
い
こ
と
も
問
題
の
一
つ
で

あ
る
そ
う
で
す
。
医
の
力
を

結
集
し
、
一
貫
性
の
あ
る
研

究
、
治
療
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
の
責
務
だ
と

学
で
行
っ
て
い
る

研
究
開
発
。
大
き

く
分
け
て
こ
の
３

段
階
に
お
い
て
、

眼
底
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
の
果
た
す
役
割

を
、
聴
衆
を
ひ
き

つ
け
る
独
特
の
語

り
口
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
授

は
講
演
の
最
後

で
、
眼
底
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
だ
け
で
な

く
、
医
学
研
究
全

体
に
お
け
る
、
日

本
の
国
際
競
争
力

の
弱
さ
を
憂
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
必

ず
、
日
本
の
医
学
研
究
は
衰

平
成
24
年
２

月
11
日
（
土
）、

神
戸
市
中
央
区
に
あ
る
兵
庫

県
医
師
会
館
に
て
、
芝
蘭
会

神
戸
支
部
学
術
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
講
師

と
し
て
京
大
か
ら
二
人
の
教

授
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
お
二
方
と
も
非
常

に
若
く
、
会
が
始
ま
る
前
に

も
わ
れ
わ
れ
学
生
に
ま
で
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
な
ど
の

お
気
遣
い
ま
で
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
吉
尾
先
生
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
講
演
へ
と
移
り
、

ま
ず
一
つ
目
の
演
題
は
京
都

大
学
医
学
研
究
科
腎
臓
内
科

学
教
授
の
柳
田
素
子
先
生
に

よ
る
「
腎
臓
病
を
治
せ
る
病

気
に
す
る
た
め
に
」で
し
た
。

現
在
、
腎
不
全
を
含
め
腎
臓

病
に
か
か
る
人
は
８
人
に
１

人
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
患
者
数
は
毎
年
１
万
人
ず

つ
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
中
で
も
腎
不
全
は
、
心

血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
因
子
に

な
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、

国
民
の
健
康
、
さ
ら
に
は
国

家
経
済
に
も
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
有
効
な
治
療
と

し
て
は
血
液
透
析
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
の
技
術
は
ほ
ぼ
完
成

形
に
近
づ
い
た
と
い
え
る
そ

平
成
24
年
２
月

12
日
（
土
）
午

後
４
時
よ
り
、
東
京
都
千
代

田
区
の
学
士
会
館
に
お
い
て

「
平
成
23
年
度
芝
蘭
会
東
京

支
部
総
会
お
よ
び
第
10
回
京

都
大
学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
医
療
機
関
や
大

学
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層

の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、
広

い
会
場
が
満
席
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

会
は
３
部
に
分
か
れ
て
お

り
、
第
１
部
は
「
総
会
兼
理

事
会
」、
第
２
部
は
「
第
10

回
京
都
大
学
健
康
科
学
フ
ォ

ー
ラ
ム
」、
第
３
部
は
懇
親

会
と
い
う
構
成
で
し
た
。

　

第
１
部
の
「
総
会
」
は
、

幹
事
の
二
木
隆
、
大
髙
道
也

の
両
先
生
が
司
会
を
さ
れ
、

ま
ず
芝
蘭
会
東
京
支
部
長

で
聖
路
加
国
際
病
院
理
事

長
の
日
野
原
重
明
先
生
の

ご
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

続
い
て
物
故
会
員
及
び
東
日

本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次

に
、
平
成
23
年
度
の
事
業
報

告
・
会
計
報
告
、
同
24
年
度

【
東
京
】

【
神
戸
】

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
演
題
は
京
都
大
学

医
学
研
究
科
精
神
医
学
講
座

教
授
の
村
井
俊
哉
先
生
に
よ

る
「
精
神
医
学
の
新
し
い
展

開　

―
利
己
性
・
利
他
性
の

脳
科
学
―
」
で
し
た
。
ま
ず

精
神
科
と
い
う
専
門
に
つ
い

て
村
井
先
生
は
、
精
神
科
へ

の
ニ
ー
ズ
は
ど
ん
ど
ん
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
依
存
や

自
殺
、
広
汎
性
発
達
障
害
、

サ
イ
コ
バ
ス
な
ど
い
っ
た
も

の
に
関
す
る
専
門
的
知
識
か

ら
、
社
会
的
、
哲
学
的
問
題

に
関
す
る
視
点
に
い
た
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
の
だ
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
利
己
性
・
利
他
性
と
い

う
も
の
に
関
し
て
見
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
講
演
は
進

ん
で
行
き
ま
し
た
。

人
間
は
そ
も
そ
も
、
食

べ
物
、
お
金
と
い
っ
た
「
報

酬
」
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
生
き
て
お
り
、
こ
れ
は

生
物
の
生
存
か
ら
考
え
る
と

行
中
の
医
学
研
究
と
教
育
の

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
、

お
よ
び
新
病
棟
の
建
設
計
画

と
完
成
予
定
図
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

同
教
授
が
、「
眼
底
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
演
題
で
講
演
を
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
を
ご
く
簡
単
に

ま
と
め
ま
す
と
、
近
代
、
現

代
、そ
し
て
未
来
に
お
け
る
、

眼
底
検
査
の
変
遷
に
つ
い
て

の
講
演
で
し
た
。
眼
底
鏡
の

開
発
に
よ
る
眼
底
検
査
の
誕

生
。
眼
底
カ
メ
ラ
や
、
Ｏ
Ｃ

Ｔ
の
開
発
、
導
入
に
よ
る
眼

底
検
査
の
進
化
と
、
眼
底
所

い
た
っ
て
合
理
的
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
人
は
、
誰
か
が

見
て
い
る
わ
け
で
な
く
て

も
、
慈
善
行
為
を
す
る
こ
と

で
脳
が
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

こ
の
こ
と
の
具
体
的
な
事

象
と
し
て
村
井
先
生
は
、
独

裁
者
ゲ
ー
ム
と
い
う
も
の
を

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る

依
頼
主
か
ら
引
っ
越
し
の
荷

物
運
搬
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
依

頼
さ
れ
た
と
し
て
、自
分
（
一

度
だ
け
経
験
あ
り
）
と
も
う

一
人
（
未
経
験
で
面
識
な
し
）

で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
終
わ
って
み
れ
ば
以

前
自
分
が
一
人
で
仕
事
し
た

時
と
仕
事
効
率
は
全
く
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
し
ま
す
。
そ

こ
で
依
頼
主
か
ら
二
人
分
の

給
与
と
し
て
一
万
円
を
渡
さ

れ
、
経
験
者
の
自
分
が
自
由

に
分
け
て
よ
い
と
な
っ
た
ら
、

ど
う
分
配
す
る
か
と
い
う
も

の
で
す
。
自
分
が
一
万
円
全

額
と
答
え
る
人
か
ら
、
二
人

と
も
五
千
円
ず
つ
と
い
う
人

ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま

す
が
、
相
手
に
も
少
な
か
ら

ず
報
酬
を
与
え
る
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
自
分
の
生
存
と

い
う
も
の
だ
け
を
考
え
る
な

ら
ば
と
て
も
合
理
的
と
は
い

え
ず
、
人
は
そ
こ
に
居
合
わ

せ
た
別
人
も
利
益
を
得
る
こ

と
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
報

酬
だ
け
に
向
か
っ
て
生
き
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
心
の

中
に
複
雑
な
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。こ
の
利
己
性
・

利
他
性
と
い
う
視
点
か
ら
精

神
医
学
を
考
え
る
こ
と
も
大

切
だ
と
村
井
先
生
は
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し

て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
会
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

先
生
方
は
わ
れ
わ
れ
学
生
に

も
気
さ
く
に
接
し
て
く
だ
さ

り
、
大
先
輩
の
貴
重
な
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
て
非
常

に
よ
か
っ
た
で
す
。
懇
親
会

中
に
は
抽
選
な
ど
の
催
し
物

も
あ
り
、
会
は
非
常
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
宴

も
た
け
な
わ
と
な
り
、
会
は

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
３
回
生　

真
辺
諄
）

の
事
業
計
画
が
諮
ら
れ
、
い

ず
れ
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
部
の
最
後
に
、
京

都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副

病
院
長
で
肝
胆
膵
・
移
植
外

科
教
授
の
上
本
伸
二
先
生
か

ら
、
芝
蘭
会
本
部
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
研
究

分
野
に
お
い
て
産
官
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
加
し
、

ま
た
、先
端
医
療
機
器
開
発
・

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
や
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
が
続
々
と
竣
工
し
て

い
る
こ
と
も
明
る
い
話
題
と

和歌山支部総会出席のメンバー

退
し
、
後
進
国
に
な
る
」
と

い
う
お
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。講

演
の
後
は
、
隣
の
食

堂
で
、
写
真
撮
影
の
後
、
芝

蘭
会
総
会
及
び
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
医
療

セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
を
中
心

に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
僕
た
ち
学
生

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、
和
歌
山
医
療

セ
ン
タ
ー
の
症
例
数
が
非
常

に
多
く
、
先
生
方
は
忙
し
い

な
が
ら
も
充
実
し
た
お
仕
事

を
な
さ
っ
て
い
る
様
子
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
新
病
棟
の
建

設
に
際
し
、
機
器
な
ど
も
新

し
く
し
た
科
も
あ
る
そ
う

で
、
最
先
端
に
近
い
医
療
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か

っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

先
生
が
多
か
っ
た
で
す
。

会
の
中
で
、
参
加
者
全

員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
の
先
生
も
、
医
学

の
未
来
を
心
配
さ
れ
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
へ
の
期
待

感
を
の
ぞ
か
せ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
僕
自
身
も
、
医
療
の

最
前
線
で
活
躍
で
き
る
医
師

に
な
っ
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
大
き
な
病
院
で
働

い
て
み
た
い
な
と
、
身
が
引

き
締
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
５
回
生　

橋
本
健

太
郎
）

盛況だった東京支部総会の出席者ら

し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
健
康
科
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
医

学
部
長
で
同
附
属
病
院
リ
ウ

マ
チ
・
膠
原
病
・
ア
レ
ル
ギ

ー
内
科
教
授
の
尾
崎
承
一
先

生
が
「
難
治
性
血
管
炎
―
そ

の
最
近
の
動
向
」
と
い
う
演

題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
血

管
炎
は
、
大
血
管
に
発
症
す

る
も
の
か
ら
毛
細
血
管
に
発

症
す
る
も
の
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
、
疫
学
的
に
も
治
療
方

針
的
に
も
非
常
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
疾
患
で

す
。
か
つ
て
は
マ
ク
ロ
解
剖

学
的
な
分
類
・
診
断
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
顕
微

鏡
や
分
子
生
物
学
の
進
歩

に
よ
り
、
現
在
で
は
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ａ 

（anti-neutrophil  
cytoplasm

ic antibody,   

抗
好
中
球
細
胞
質
抗
体
）
な

ど
の
抗
体
の
陰
陽
に
よ
る
診

断
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
関
連
血
管
炎

で
は
、
早
期
全
身
性
・
広
範

全
身
性
・
重
症
・
難
治
性
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
治
療
を
行

う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
お

り
、
難
治
性
以
外
の
３
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
治
療
法
の

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
・
推
奨

度
と
も
高
く
、
効
果
的
な
治

療
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
難
治
性
で
は
臨
床

試
験
へ
の
登
録
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
こ

で
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
大
量

静
注
や
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ

ブ
・
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
の
投
与

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

免
疫
病
に
関
連
し
て
、

リ
ウ
マ
チ
で
は
近
年
新
た
に

診
断
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や

ス
コ
ア
リ
ン
グ
法
、
段
階
的

治
療
法
が
考
案
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｄ
ｓ
や
生
物
学
的
製
剤

の
進
歩
と
相
ま
っ
て
、
よ
り

効
果
的
な
治
療
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
た
質
疑
応
答
の
時
間
に

は
、
分
類
の
方
法
や
実
際
の

症
例
、
精
神
面
の
ケ
ア
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
非
常
に
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
会

の
盛
況
ぶ
り
を
よ
り
一
層
引

き
立
た
せ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
「
健
康
科
学
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
10
周
年
特
別
企
画

と
し
て
、
国
際
的
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
深
沢
亮
子
さ
ん
に
よ
る

ピ
ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
深
沢
さ
ん
は
ウ
ィ
ー
ン

国
立
音
楽
大
学
を
首
席
で
卒

業
さ
れ
た
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

高
位
を
受
賞
さ
れ
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル
や
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
審
査
員
を
歴
任
さ

れ
る
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴

を
お
持
ち
の
世
界
的
に
有
名

な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
今
回
は

芝
蘭
会
東
京
支
部
の
先
生
方

と
の
ご
縁
で
特
別
に
演
奏

し
て
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ

と
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
第
10
番
ハ
長
調

Ｋ
・
３
３
０
や
シ
ョ
パ
ン
の

華
麗
な
る
円
舞
曲
変
イ
長
調

作
品
34-

１
な
ど
計
５
曲
に

加
え
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
11
番
Ｋ
・
３
３
１-

３
（
ト

ル
コ
行
進
曲
）を
演
奏
さ
れ
、

演
奏
後
に
は
会
場
総
立
ち
の

拍
手
の
中
、
日
野
原
先
生
に

よ
る
花
束
贈
呈
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
写
真
の
撮

影
を
は
さ
み
、
会
場
を
移
し

て
第
３
部
の
懇
親
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご
あ
い

さ
つ
は
満
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
日
野
原
先
生
で
し

た
。「
乾
杯
！
」で
は
な
く「
ゴ

ー
！
ゴ
ー
！
ゴ
ー
！
」
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
音
頭
を
と
ら

れ
、
序
盤
か
ら
非
常
に
和
や

か
か
つ
愉
快
な
雰
囲
気
で
会

は
進
み
ま
し
た
。

　

会
の
最
中
に
は
先
生
方
の

自
己
紹
介
や
近
況
報
告
な
ど

も
行
わ
れ
、
医
療
に
お
け
る

首
都
圏
特
有
の
問
題
点
や
学

生
時
代
の
部
活
動
な
ど
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
話
題
か
ら
く

だ
け
た
話
題
ま
で
非
常
に
興

味
深
い
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

盛
大
で
貴
重
な
会
に
お
招
き

い
た
だ
き
、
会
の
最
中
に
は

多
く
の
先
生
方
が
わ
れ
わ
れ

雑
誌
部
員
に
気
さ
く
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

深
く
感
謝
の
意
を
申
し
上

げ
、
東
京
支
部
総
会
の
報
告

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
文
責
：
５
回
生　

前

田
峻
宏
）
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原 稿 募 集 　平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取扱いに厳しい制約が課せら
れました。つきましては会員の連絡先等のお問い合わ
せは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX によ
り事務局までご送付ください。電話でのお問い合わせ
にはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752 -4015）

●事務局から●

石井　昌三 （昭和 22 年卒） 平成 24 年 1 月 1 日 ご逝去
湊川　　学 （昭和 22 年卒） 平成 22 年 1 月 18 日 ご逝去
椎名　　浄 （昭和 23 年卒） 平成 24 年 1 月 21 日 ご逝去
島田　恒治 （昭和 23 年専卒） 平成 23 年 10 月 10 日 ご逝去
野上　忠孝 （昭和 23 年専卒） 平成 24 年 1 月 15 日 ご逝去
卯西　克美 （昭和 24 年卒） 平成 24 年 4 月 21 日 ご逝去
山腰　茂昭 （昭和 24 年専卒） 平成 23 年 11 月 5 日 ご逝去
中島　文夫 （昭和 25 年卒） 平成 24 年 3 月 7 日 ご逝去
大島　駿作 （昭和 26 年卒） 平成 23 年 12 月 27 日 ご逝去
川崎　正輝 （昭和 26 年卒） 平成 23 年 3 月 29 日 ご逝去
木村　正也 （昭和 28 年卒） 平成 24 年 2 月 24 日 ご逝去
里村　紀作 （昭和 28 年卒） 平成 24 年 3 月 28 日 ご逝去
石本　喜作 （昭和 30 年卒） 平成 23 年 5 月 29 日 ご逝去
澤邊　修一 （昭和 32 年卒） 平成 24 年 3 月 7 日 ご逝去

河内　太郎 （昭和５年卒） 平成 13 年 5 月 25 日 ご逝去
加藤　篤二 （昭和 10 年卒） 平成 24 年 2 月 8 日 ご逝去
西村　　弘 （昭和 11 年卒） 平成 24 年 2 月 27 日 ご逝去
野口　圭一 （昭和 12 年卒） 平成 23 年 12 月 29 日 ご逝去
根本丘宇司 （昭和 14 年卒） 平成 23 年 10 月 14 日 ご逝去
妹尾左知丸 （昭和 15 年卒） 平成 19 年 6 月 22 日 ご逝去
妹尾　正人 （昭和 16 年 12 月卒）平成 24 年 1 月 17 日 ご逝去
日下　少栄 （昭和 17 年卒） 平成 23 年 4 月 11 日 ご逝去
堀田　　進 （昭和 17 年卒） 平成 23 年 11 月 17 日 ご逝去
浦瀬　通夫 （昭和 18 年卒） 平成 23 年 6 月 14 日 ご逝去
為森　慶造 （昭和 19 年卒） 平成 24 年 3 月 14 日 ご逝去
亀井　正夫 （昭和 20 年卒） 平成 23 年 12 月 21 日 ご逝去
洲崎　文彦 （昭和 20 年卒） 平成 23 年 11 月 9 日 ご逝去
林　　淵泉 （昭和 20 年卒） 平成 14 年 2 月 14 日 ご逝去

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

田中　三郎 （昭和 32 年卒） 平成 22 年 10 月 20 日 ご逝去
田中　猛夫 （昭和 33 年卒） 平成 24 年 1 月 28 日 ご逝去
安　　教哲 （昭和 39 年院卒） 平成 21 年 1 月 30 日 ご逝去
福原　資郎 （昭和 44 年卒） 平成 24 年 4 月 14 日 ご逝去
青木　孝文 （昭和 48 年卒） 平成 24 年 2 月 15 日 ご逝去
井上　康夫 （教室会員 生理２） 平成 24 年 1 月 16 日 ご逝去
井関　満夫 （教室会員 病理） 平成 24 年 2 月 ご逝去
北澤　知夫 （教室会員 病理） 平成 24 年 1 月 30 日 ご逝去
折井　　豊 （教室会員 公衆衛生）平成 23 年 11 月 18 日 ご逝去
有吉　浄治 （教室会員 内科１） 平成 22 年 11 月 10 日 ご逝去
尾辻ますよ （教室会員 内科 2） 平成 24 年 2 月 22 日 ご逝去
古川　　浩 （教室会員 外科） 平成 23 年 7 月 29 日 ご逝去
青野　正男 （教室会員 口外） 平成 23 年 ご逝去
佐井　里衣 （教室会員 小児科） 平成 24 年 1 月 11 日 ご逝去

人 事 異 動

　芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場であり
ます。支部活動、クラス会、会員の著書の紹介（自薦・他薦）
及び医学・医療等に関するご意見等を寄稿ください。なお、
原稿の採用及び掲載時期については、編集委員会で決めさせ
ていただきます。

芝蘭会報 編集委員会

発令年月日 氏　名 異動内容

H23.12.31 須山　幹太 辞任 ゲノム医学センターゲノム情報科学准教授より
九州大学教授へ

H24.1.1 錦織　　宏 採用 東京大学講師より
医学教育推進センター准教授へ

H24.1.31 阪井　宏彰 辞職 呼吸器外科講師より
尼崎病院呼吸器外科部長へ

H24.2.1	 松尾　幸憲 昇任 放射線医学放射線腫瘍学・画像応用治療学助教より
同講師へ

H24.2.1 	 大政　　貢 採用 北野病院副部長より
器官外科学呼吸器外科学講師へ

H24.2.29 新實　彰男 辞職 内科学呼吸器内科学准教授より
名古屋市立大学教授へ	

H24.3.1 松田　秀一 採用 九州大学准教授より
感覚運動系外科学整形外科学教授へ

H24.3.1 塚本　達雄 採用 （財）田附興風会北野病院腎臓内科より
内科学腎臓内科学准教授へ

H24.3.31 臼井　　崇 辞職 次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点特定准教授より
臼井医院へ

H24.3.31 林野　泰明 辞職 健康解析学医療疫学特定准教授より
天理よろづ相談所病院副部長へ

H24.3.31 村上　善基 辞職 ゲノム医学センター特定准教授より
大阪市立大学病院講師へ

H24.3.31 角舘　直樹 辞職 健康解析学医療疫学特定講師より
スタンフォード大学客員准教授へ

H24.3.31 森本　尚樹 辞職 感覚運動系外科学形成外科学講師より
関西医科大学講師へ　

H24.3.31 巽　　啓司 辞職 器官外科学婦人科学・産科学講師より
大阪医療センター部長へ

H24.3.31 三和　千里 辞職 器官外科学心臓血管外科学講師より
岡村記念病院へ

H24.3.31 久米　典昭 辞職 内科学循環器内科学講師より
神戸学院大学教授へ

H24.3.31 倉田　二郎 辞職 侵襲反応制御医学麻酔科学講師より
東京医科歯科大学講師へ

H24.3.31 藤山　文乃 辞職 高次脳科学高次脳形態学准教授より
同志社大学教授へ

H24.3.31 廣田　耕志 辞職 遺伝医学放射線遺伝学准教授より
首都大学東京教授へ

H24.3.31 荒井　俊之 辞職 手術部准教授より
京都市立病院へ

H24.3.31 藤田　正俊 定年退職 人間健康科学系専攻教授より
社会福祉法人宇治病院名誉院長へ

H24.4.1 梶谷　　宇 採用 帝京大学助教より
次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点特定准教授へ

発令年月日 氏　名 異動内容

H24.4.1 本田　哲也 採用 京都大学非常勤講師より
次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点特定准教授へ

H24.4.1 吉富　啓之 採用 京大病院整形外科助教より
次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点特定准教授へ

H24.4.1 田中　智洋 採用 先端医療振興財団主任研究員より
メディカルイノベーションセンター特定准教授へ

H24.4.1 花田　俊勝 採用 オーストリア科学アカデミー分子生物化学研究所博士研究員より
メディカルイノベーションセンター特定准教授へ

H24.4.1 岡本　郁弘 採用 キュリー研究所博士研究員より
生体構造医学機能微細形態学特定講師へ

H24.4.1 久木元　伸 採用 サイバネットシステム㈱技術職より
政策のための科学特定講師へ

H24.4.1 猪飼　　宏 採用 健康管理学医療経済学助教より
同分野特定講師へ

H24.4.1 瀬戸口留可 昇任 次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点特定講師より
同特定准教授へ

H24.4.1 廣田　喜一 昇任 侵襲反応制御医学麻酔科学講師より
附属病院手術部准教授へ

H24.4.1 平井　豊博 昇任 内科学呼吸器内科学講師より
同准教授へ

H24.4.1 溝脇　尚志 昇任 放射線医学放射線腫瘍学・画像応用治療学講師より
同准教授へ

H24.4.1 佐藤　幸保 昇任 周産母子診療部助教より
器官外科学婦人科学・産科学講師へ

H24.4.1 古田　貴寛 昇任 高次脳科学高次脳形態学助教より
同准教授へ

H24.4.1 林　　克彦 昇任 生体構造医学機能微細形態学講師より
同准教授へ

H24.4.1 園下　将大 昇任 生体制御医学遺伝薬理学講師より
同准教授へ

H24.4.1 長尾　美紀 昇任 検査部助教より
同講師へ

H24.4.1 田原　康玄 採用 愛媛大学講師より
ゲノム医学センターゲノム情報科学准教授へ

H24.4.1 佐々木義輝 採用 理化学研究所研究員より
生体制御医学細胞機能制御学准教授へ

H24.4.1 岩井　一宏 採用 大阪大学教授より
生体制御医学細胞機能制御学教授へ

H24.4.1 松原　和夫 採用 旭川医科大学病院教授より
薬剤部教授へ

H24.4.1 山田　重人 採用 先天異常標本解析センター准教授より
人間健康科学系専攻教授へ
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　拝啓　会員の皆さまには益々ご清栄の
こととお慶び申し上げます。
　さて、本年は芝蘭会会員名簿の刊行の
年にあたり、平成 24 年 11 月末の刊行に
向けて編集作業を進めております。つき
ましては、今回、会員の皆さまのところ
へ「会員名簿調査確認書」（郵便はがき）
及び、会員名簿購入申込用紙等をお送り
させていただきます。（７月送付予定）

571 件
7,820,000 円

このうち、6,000,000 円を平成 23
年８月12 日（金）に、1,749,000 円
を平成 24 年３月 28 日に医学研究
科東日本大震災支援基金に寄附いた
しました。
※なお、振込手数料 70,240 円が発

生しています。

　平成 23 年７月より開始した芝蘭
会東日本大震災支援募金の現状は次
のとおりです。

（平成 24 年３月 30 日現在）

芝蘭会東日本大震災支援募金

　会員名簿は、芝蘭会活動を活発化し、
また、会員相互の親睦と交流を深める
ためには、必要不可欠のものであり、
名簿掲載内容の充実が求められます。
それには、会員の皆さまのご支援、ご
協力がぜひとも必要であります。

また、芝蘭会会員名簿の販売は芝
蘭会員、賛助会員及び広告掲載企業に
限らせていただいております。会員間

の交流を図るためにも余程のご事情がない
限り名簿掲載にご協力いただき、前記「会
員名簿調査確認書」を、必ず芝蘭会事務局
へご返送くださいますよう、何卒よろしく
お願い申し上げます。

敬具
平成 24 年 4 月　

　　　　一般社団法人  芝蘭会　
会　長    湊　長博　

芝蘭会会員名簿（７０回・2012 年版）の刊行について
会員登録の確認調査（７月送付予定）にご協力ください


